
小学校 理科 
 

 
           

                      

 自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことを通して、自然の事物・現

象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

 

 

 

                

                                            

                                            

        

 

 

 

 

 

 

 

 

※「電気による発熱」（中学校へ） 

 

 

 

                  

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）自然の事物・現象についての理解を図り、観察、実験などに関する基本的な技能を

身に付けるようにする。 
知識・技能の習得 

思考力・判断力・ 
表現力等の育成 

学びに向かう力・ 
人間性等の涵養 

（２）観察、実験などを行い、問題解決の力を養う。 

    

 （３）自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度を養う。 

内容構成の改善 

 

１ 改訂の趣旨及び要点 

目標の改善 

 

新学習指導要領のポイント 

・従前と同様に、小学校及び中学校の７年間を通した「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」を柱とした構成となっています。 

・理科の目標である「自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力」を育成するために、追

加、移行及び中学校へ移行した内容は、以下のとおりです。 

３年 ４年 ５年 ６年※ 

・「音の伝わり方と大小」 

（新規追加） 

・「雨水の行方と地面の様

子」（新規追加） 

 

 ・「人と環境」（新規追加） 

・光電池の働き（４年から） 

・水中の小さな生き物 

（５年から） 

 

 

改善のポイント             

 

○「問題解決学習の更なる充実」 

・自然に親しみ、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を基に考察し、結論を導き出すなどの問題解決の活動を

充実させ、それぞれの過程において、どのような資質・能力の育成をめざすのかを明確にし、指導の改善を図っていくことが大

切です。 

○「日常生活との関連を重視」 

・理科を学ぶことの意義や有用性の実感及び理科への関心を高める観点から、日常生活や社会との関連が重視されてい

ます。 

○「理科の見方・考え方を働かせて、資質・能力を育成する」 

・従来、理科においては「科学的な見方や考え方」の育成を目標として位置づけ、資質・能力を包括するものとして示してい

ました。しかし、今回の改訂では、「見方・考え方」は資質・能力を育成する過程で働く、物事を捉える視点や考え方として

全教科を通して整理されたことを踏まえ、「理科の見方・考え方」として改めて示されました。 

※「コンピュータや情報通信ネットワークなどの活用」 

・観察、実験などの指導に当たっては、直接体験が基本ですが、指導内容に応じて、適宜コンピュータや情報通信ネットワ

ークなどを適切に活用できるようにすることが大切です。 

 

改善のポイント 

 



○第 3学年 「差異点や共通点を基に、問題を見いだす力」 

例）「磁石の性質」  二つの磁石を近付け、磁石が相互に引き合ったり、退け合ったりする様子に着目して、それらを比較しながら、磁石

の極を調べる。これらの活動から、差異点や共通点を基に、磁石の性質について問題を見いだし、表現するようにする。 

 

○第４学年 「既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する力」 

例）「金属、水、空気と温度」  水の状態に着目して、温度の変化と関係付けて、水の状態の変化を調べる。これらの活動から、既習の

内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想し、表現するようにする。 

 

○第５学年 「予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力」 

例）「物の溶け方」  物が水に溶ける量に着目して、水の温度や量といった条件を制御しながら、物の溶ける量やその変化を調べる。これ

らの活動から、物の溶け方の決まりについての予想や仮説を基に、解決の方法を発想し、表現するようにする。 

 

○第６学年 「より妥当な考えをつくりだす力」 

例）「電気の利用」  身の回りにある、電気を利用している道具の働きに着目して、電気の利用の仕方を多面的に調べる。これらの活動

から、発電や蓄電、電気の変換について、より妥当な考えをつくりだし、表現するようにする。また、エネルギーの有効利用という観点から、プ

ログラミングを体験するといったことが考えられる。 

 
これらの問題解決の力は、それぞれの学年で中心に育成するものですが、実際の指導に当たっては、他の学年で掲げている問題解決の力

の育成についても十分に配慮することが必要です。 

 

 

 

 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を図るために、理科では「理科の見方・考え方」を働かせて、見通しを

もって観察・実験を行うなど、問題を科学的に解決する学習活動の充実を図ることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資質・能力を育成する過程で働く、自然の事物・現象を捉えるための「理科の見方・考え方」について、「見方（視点）」は 

領域ごとの特徴を基に、「考え方」は問題解決の能力を基に、下表のように整理されています。 

見方 

（視点） 

エネルギー 粒子 生命 地球 

量的・関係的 質的・実体的 共通性と多様性 時間的・空間的 

考え方 3年生 4年生 5年生 6年生 

比較 関係づけ 条件制御 多面的思考 

 観察や実験を行う際は、これらの「理科の見方・考え方」を働かせながら、問題を科学的に解決する学習活動を行うこ

とが大切です。次に、各学年において育成をめざす問題解決の力と指導例を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 小学校理科における授業づくりのポイント 

児童が「理科の見方・考え方」を働かせながら、問題を科学的に解決する学習活動 

 

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善 

 

【主体的な学びの視点】 

 ・自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観察、実験を行っているか。 

 ・観察、実験の結果を基に考察を行い、より妥当な考えをつくりだしているか。 

 ・自らの学習活動を振り返って意味付けたり、得られた知識や技能を基に、次の問題を

発見したり、新たな視点で自然の事物・現象を捉えようとしているか。 

【対話的な学びの視点】 

 ・問題の設定や検証計画の立案、観察、実験の結果の処理、考察の場面などでは、

あらかじめ個人で考え、その後、意見交換をしたり、根拠を基にして議論したりして、 

自分の考えをより妥当なものにする学習となっているか。 

【深い学びの視点】 

 ・「理科の見方・考え方」を働かせながら問題解決の過程を通して学ぶことにより、理科

で育成をめざす資質・能力を獲得するようになっているか。 

 ・様々な知識がつながって、より科学的な概念を形成することに向かっているか。 

 ・新たに獲得した資質・能力に基づいた「理科の見方・考え方」を、次の学習や日常生

活などにおける問題発見・解決の場面で働かせているか。 

【問題解決の活動】 

考察・結論の導出 

自然事象に対する気づき 

問題の見いだし 

予想・仮説の決定 

検証計画の立案 

観察・実験の実施 

結果の整理 

拠り所は？ 

根拠のある 
予想や仮説を
発想する 

既習内容 
生活経験 

結果 

より妥当な 
考えを 
つくりだす 


